
第28回コムソフィア賞

受賞記念講演会
●コムソフィア賞とは
マスコミ・ソフィア会は1991年にコムソフィア賞を設けました。選考基準は、上智大学の関係
者（在学生、卒業生、教職員など）で（１）国際社会、地域社会に貢献した優れた人
物、（２）国際報道、日本紹介に優れた業績を挙げた人物、（３）マスコミおよび各種
メディアに貢献した人物となっています。
上智大学ソフィア会、マスコミ・ソフィア会による運営委員会を組織し、各界からの推薦に基

づき選考委員会で決定しています。

川村元気さん
映画プロデューサー 小説家
（2001年文新）

2019年7月16日（火）上智大学四谷キャンパス 2号館17階国際会議場
17:00     受付開始
17:20 第28回コムソフィア賞授賞式
17:45     開演 講演会
19:30 懇親会 (2号館5階学生食堂、会費2,000円、学生は無料）

聴 講 者：ソフィア会会員、上智大学学生、教職員、後援会会員ほか、ご同伴者もお誘いあわせの上お越しください。

申し込み：ソフィア会Webサイト（http://www.Sophiakai.gr.jp/）から、

またはマスコミ・ソフィア会へメール（cumsophia@sophiakai.gr.jp）で。在学生はLOYOLA

お問合せ：上智大学ソフィア会事務局 TEL03-3238-3041

上智大学総務局ソフィア連携室 TEL03-3238-3198

主 催：上智大学ソフィア会、マスコミ・ソフィア会

後 援：上智大学

「すべての喜び、すべての平和、
すべての悲しみとともに」

開発途上国での医療活動を希望しながらも、志半ばで
他界した実弟の遺志を継いで活動を開始、現在までに、カ
ンボジア、中国、スリランカ等の最貧地区において教育と医
療の支援活動を行っています。
今回は、これまでの活動の経緯を写真、DVDなどの資料
を交えながら、皆様にお伝えしたいと思います。同時に、私
の支援活動の根幹には、母校である上智の精神が常に生
き続けていたこともお話ししたいと思います。

須磨美由紀さん
日本節隆希望基金 日本福
祉大学客員教授 医学博士
（1983年文社福）

「面白さの発見 伝え方の発明」

映画「告白」「悪人」「モテキ」「君の名は。」などに見る企
画・プロデュースの鋭い感覚は、国内だけでなく世界的にも高
い評価を得ている。
さらに小説家として「世界から猫が消えたなら」「億男」などが
世界的ベストセラーとなり、最新作「百花」も大きな話題と
なっている。
これからも日本を代表するエンターテインメントの旗手として
期待される川村元気さんに《面白いものを発見し、伝え方の
発見を掛け合わせていく、川村流の楽しい仕事の創り方につ
いて》大いに語っていただきます。
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